











































































































O diálogo é este encontro dos homens, mediatizados pelo mundo, para pronunciá-lo, não se 
nsgotando, portanto, na relacçãoeu-tu.13
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2019 年 7 月 10 日水曜日に新潟大学の教職大学院の修士 1 年生を対象とした「地域の教育課題と
学校・教師」の授業内で、全 4 時間にわたるワークショップ 33 をおこなった。対象は新潟大学
大学院の教育学研究科と教育実践学研究科の大学院生 15 名である。（うち、現職教員の院生は、






















動画を見たうえで、< そのこ > とはだれか、具
体的にどこに住んでいて、何歳で、いつの時代


































































































































































































































































　①～⑨までの項目につ て、今現在の自分は 1-10 の段階のどこに位置づくかを示してもらっ
た。
①　児童労働が起きていることを知っているか。（1- 知っている、5- どちらでもない、10- 知らない）
②　児童労働を意識しているか。（1- 意識している、5- どちらでもない、10- 意識していない）




⑤　 児童労働によってできた製品を買うことを意識しているか。（1- 意識している、5- どちらで
もない、10- 意識していない）
⑥　 児童労働によってできた製品を買うか。（1- 買う、5- どちらでもない、10- 買わない）
⑦　 フェアトレードの製品を買うことを意識しているか。（1- 意識している、5- どちらでもない、
10- 意識していない）
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